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1990年代以降の議会政治の特色

激しい党派対立による行き詰まり

・クリントン政権×共和党議会
財政赤字削減と政府窓口閉鎖
クリントン大統領弾劾

・ブッシュ政権×共和党議会
民主党を排除した立法過程

・オバマ政権×下院共和党
財政赤字削減
メディケア等の改革、医療保険改革法廃止



党派対立とイデオロギー

従来、党派対立の原因はイデオロギー対立
や議員の政策選好で説明されてきた。

• 選挙区や有権者の変化(Stonecash et al.
2003, Theriault 2008 )

• 両党の議員のイデオロギー的両極化(Pool &
Rosental 2007)

• 上院においても党派対立が激化(Rae &
Cambell 1999)



• 議会政治における党派対立で、政策選好や
イデオロギー対立によるものはその半数強に
すぎない。残りの対立は議会内の資源や権
力、多数派の地位をめぐる、イデオロギーと
は無縁の党派対立である。(Lee 2009)



党派性に関する先行研究の問題点

• 下院研究が中心

• 従来の上院の党派性の研究は、フィリバスターと立
法の行き詰まりに焦点 (Sinclair2006,2007; Binder
1997, 2003)

• 最近になって上院における政党の役割や党派性の
増大に関する包括的な研究が登場
(Theriault 2008, Monroe et al. 2008, Lee 2009)

• 立法過程を一連のものとして両院を通じた党派性の
研究の欠如



本論の目的

• 両院を通じた党派対立の実態を分析

• 特に上院の党派性を分析



重要法案について両院の党派性比較

• データの概要

97議会～108議会の重要法案について、法
案の最終投票について党派指数を計算

• 党派指数の定義

共和党賛成率－民主党賛成率

• 両院の党派性を比較



97-108議会下院提出法案の下院党派指数分布
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97-108議会上院提出法案の上院党派指数分布
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97-108議会下院提出法案の上院党派指数
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97-108議会上院提出法案の下院党派指数
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議会期による変化
下院提出法案の下院党派指数
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下院提出法案の下院党派指数
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議会期による変化
上院提出法案の上院党派指数
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上院提出法案の上院党派指数
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両院の党派指数の関係

下院提出法案(97-103議会) 下院提出法案(104-108議会)
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両院の党派指数の関係

上院提出法案(97-103議会) 上院提出法案(104-108議会)
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上院の党派対立とフィリバスター

上院提出法案97-103 上院提出法案104-108
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下院提出法案97-103 下院提出法案104-108
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クローチャー提出数

上院通過 提出議院 議会期 平均クロー
チャー提出数

法案数

通過 上院提出 97-103 0.63 103

104-108 0.76 70

下院提出 97-103 022 136

104-108 0.37 92

不通過 上院提出 97-103 0.75 65

104-108 1.30 50

下院提出 97-103 2.00 1

104-108 1.29 7



結論

• 下院では党派対立は104議会までは激しくなる傾向に
あった。上院の変化は小さく対立も下院ほどではない。

• 法案の提出議院により、党派対立の傾向は異なる。両
院共に他院提出法案に対しては党派で対立しない傾向。
特に下院では上院提出法案に対して党派で対立しない。

• 上院のフィリバスターは、党派対立のみによるものでは
ない。

• 上院の超党派性は、制度による要因が大きいと考えら
れるが、政策選好との関係などさらに詳しく分析する必
要がある。

• 両院の党派政治は異なっていることが示唆される。
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